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学術情報検索基盤CiNii Researchの裏側と
内部で形成される知識ベース

～学生や研究者の研究活動に必須の
新たな情報・データ探索技術とは～

大波純一
（国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター）

令和4年2月9日

情報知識学オンラインセミナー



• CiNii Research開発の背景
• CiNii Research内部のデータ
• CiNii Researchで研究データを発見する
• CiNii ArticlesからCiNii Researchへ
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本日の内容



自己紹介

■大学・大学院
生物学：動物の遺伝子解析
新卒後：IT企業で製薬企業向けシステム開発

生物系、情報工学系の技術と知識を習得。
オープンサイエンスの重要性を認識。

公共データベースの現場へ。

■2012年～2020年3月
科学技術振興機構バイオサイエンスデータベースセンター研究員：

・バイオ系研究データの横断検索システムの開発
・バイオインフォマティクスを用いたゲノム研究
・オープンデータの推進活動

■2020年4月～（現在）
国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター：

・新しい検索基盤、CiNii Research（サイニィリサーチ）担当。
3



© 2022 National Institute of Informatics

CiNii Research開発の背景
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学術情報を取り巻く近年の状況

• 学術情報の膨大化 ※学術情報＝学術論文・学術図書・学術データなど

• 学際研究の重要性 （専門分野以外の情報へのアクセス）

• 研究のグローバル化 （インターネット経由での海外からのアクセス）

Axelsson E. et. al.  "The genomic signature of dog domestication reveals adaptation to a starch-rich diet"
Nature. 2013 Mar 21;495(7441):360-4. doi: 10.1038/nature11837.
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23354050

例）イヌとオオカミの遺伝情報解析の論文

Supplementaryとして
12個体分のSRA Data

198.3GB

https://www.rois.ac.jp/sympo/2017/

片岡龍峰、オーロラと⼈間社会の過去・現在・未来
https://www.rois.ac.jp/sympo/2017/pdf/presen_aurora_180226.pdf

課題：複雑化している学術情報をどう探すか？
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国・地域ごとの学術情報発見

欧州：OpenAIRE

研究成果物
1億2800万件

https://explore.openaire.eu/

※各件数は2022年2月時点

英国：CORE

研究論文
2億件

https://core.ac.uk/

研究論文
2億件

米国：Semantic Scholar

https://www.semanticscholar.org/

生命科学
研究論文
3300万件

米国：PubMed

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/

韓国：dataon

データ
113万件

独国：BASE

研究論文
2.8億件

https://www.base-search.net/
https://dataon.kisti.re.kr/#section1
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分野ごとの情報発見

生命科学：データベース横断検索

データ
1億件

データ
28億件

物質材料学：MDR

https://www.ddbj.nig.ac.jp/ddbj/i
ndex.html
※件数は2021年12月の公開統計情報

https://dbsearch.biosciencedbc.jp/
※件数は2022年2月時点

学術情報
3000件

遺伝子配列：DDBJ

https://mdr.nims.go.jp/
※件数は2022年2月時点

⼈文社会科学：JDCat

データ
数万件

https://jdcat.jsps.go.jp/
※件数は2022年2月時点
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企業が提供する学術発見

Google Scholar

学術文書
1.6億件

http://scholar.google.com/
※件数は2014年の推計（http://arxiv.org/abs/1407.6239）

Mendeley

学術文書
1億件以上

メタデータ
356万件

https://www.mendeley.com/
※件数は2022年2月時点

Google Dataset Search

https://datasetsearch.research.google.com/
※件数は2020年のKaggleデータより算出

Mendeley Data

データセット
2980万件

https://data.mendeley.com/
※件数は2022年2月時点
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国立情報学研究所が提供する学術コンテンツ

NII-REO

I学術機関
リポジトリ

大学・学術機関

図書・雑誌情報 研究情報

811機関

J-STAGE
(JST) NDL 

他機関のDBサービス

論文情報

大学
図書館等

大学
図書館等 1,341機関

IRDB

JSPS MEXT

論文情報の
メタデータ・
リンク情報
2,201万件

CiNii
Articles

機関リポジトリ搭載
の学術情報の

メタデータ・リンク情報
316万件

学術出版社

学協
会
学協
会
学協
会

科学研究費助成事業
の研究課題・成果情報

91万件

NIIの提供する学術コンテンツ
提 供

収集

アーカイ
ブ

電子化

収集

機関発信情報

NII-DBR

専門学術
情報資源

（データベース）
204万件

専門学術情報

NACSIS
-CAT

受入

OUP
Springer ＊データ件数は

令和2年3月末現在

海外電子ジャーナル
等の本文情報

412万件
⼈社系電子コレクション

66万件

共用
リポジトリ

CiNii
Books

図書・雑誌の
書誌・所在情報
書誌1,218万件
所蔵1.45億件

KAKEN

学術コンテンツ基盤：学術コンテンツの確保と提供

CiNii
Dissertations

博士論文の
メタデータ・
リンク情報

66万件

データ統
合

NIIの中で既に学術情報発見のためのサービスが多数存在



CiNii Research開発の背景

• 2017年度
• 学術情報発見のための次世代CiNiiとして計画始動
• 「グラフデータベースによる知識基盤」CiNii Research(仮)
• オープンサイエンス検索基盤、NII統合検索基盤としての役割
• グラフDB、インフラ、フロントエンドのプロトタイプ構築

• 2018年度
• ORCID認証、学認連携のプロトタイプ
• データソース（ CiA、CiB、CiD）取り込み

• 2019年度
• 名寄せ高度化、外部機関DBとのリンク

• 2020年度
• プレ版環境リリース

• 2021年度
• 本番リリース
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NIIの次世代サービスとして、学術情報発見のために、
「何ができて」「NIIは何をしたいか」を

徐々に明確にしていった。



既存の知識基盤環境
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論文
情報

書誌
情報

研究
データ

「研究関連リソース」

博士
論文

・別々の基盤から、関連データへの部分へのアクセスのみ
・基盤を跨いだ情報間の関係性が見えづらい・・・

ユーザ

ユーザ

ユーザ

ユーザ

研究
課題

ユーザ
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研究関連リソース

エンティティ間の
関係性

・引用関係
・親子関係
・同一関係
・時空間情報

研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文

研究関連リソースへのアクセスと関係性

知識発見基盤としての一本化
エンティティの関係性を介した統合化
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研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文

関係性を起点とした
データ統合化

ディープサーチ

検索基盤としての
サービス一本化

イージーアクセス

研究関連リソース

CiNii Researchが解決する研究リソース検索

2つの要件を満たす、新しい検索基盤として、
CiNii Researchを開発



CiNii Researchの基本動作

• 基本動作

• 2000万件超の研究データ、論文、書誌情報、プロジェクトデータ
の
シンプルな横断検索（＝イージーアクセス）

• 単体ページにおける、関連データ・関連文献・関連プロジェクト
・関係するID等の表示（＝ディープサーチ）
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• 想定ユーザと利用法

• 研究者 → 論文検索で研究データやプロジェクトデータも取得

• 図書館員 → 書誌や論文などの研究成果を包括的に管理

• 調査担当者 → プロジェクトや組織ごとの研究成果を集計



CiR開発の流れ
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開発のメインストリーム
CiNii統合

検索機能の拡充

データ拡充
分野別

国際連携

検索高度化
セマンティクス
Ranking最適化

進化し続けるCiNii Research

認証機構

フロント機能

すぐに実装するメインストリームを中心としつつ、複数の並行研究開発を流していく。
→ディープな検索、イージーアクセスを体現する機能を。

使いやすさ
論文PDFや
元データへ

RDC連携
管理基盤、認証
基盤、解析基盤



研究データ基盤：NII Research Data Cloud
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

16
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CiNii Research内部のデータ
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学術検索基盤
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2021年4月より正式公開された、国立情報学研究所の新サービス
一つの検索画面から多様な学術情報へ、イージーアクセス

https://cir.nii.ac.jp/

論文 書誌

研究プロジェクト
博士論文

研究データ

ファンディング情報

博士号情報

OpenBDを利用した
書影画像

データ本体への
アクセスリンク

参考文献や引用
情報



CiNii Researchに含まれるデータ件数
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3000万件以上の研究データ、
プロジェクト、論文、書誌情報を搭載

2021年5月時点のCiNii Research検索エントリ数

論文 9,258,151
研究データ 191,988

本 12,737,134
博士論文 673,510

その他成果物 6,552,789
プロジェクト 967,919

計 30,381,491

これらのデータは、NIIが以前から公開していた学術サービス、

等のデータをそのまま搭載した・・・わけではありません。



JPCOARスキーマをベースとした
検索フィールド定義の設定
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https://schema.irdb.nii.ac.jp/

メタデータの標準化
国際的な相互運用性の向上



ID付与状況

データソース種別 データ種別 全件 DOI NAID NCID CRID

CIB Book 12310091 1888 0 12310091 0

CID Dissertation 669422 188589 669422 0 0

CROSSREF Article 2916310 2916310 2102753 0 0

CROSSREF その他成果物 10017294 9790061 259233 55 0

DATACITE Dataset 1 1 0 0 0

DATACITE その他成果物 1 1 0 0 0

DBPEDIA Article 41 0 41 0 0

DBPEDIA Book 1 0 0 1 0

IDR Article 1272 195 349 0 0

IDR Book 2 0 0 2 0

IDR Dataset 140 28 1 0 0

IDR Dissertation 5 0 2 0 0

IRDB Article 1907943 409584 1621731 0 111966

IRDB その他成果物 682 19 2 0 0

JALC Article 4927670 4863062 4208093 0 0

JALC Dataset 175924 175924 0 0 0

JALC その他成果物 53448 1996 38 0 0

KAKEN Article 3363897 810620 328126 0 1315049

KAKEN Book 375175 11 0 43594 59143

NINJAL Article 297 0 297 0 0

NINJAL Book 39 0 0 39 0

NINJAL Dataset 4 0 0 0 0

NINJAL Dissertation 8 0 8 0 0

NINJAL その他成果物 397 51 0 0 0

RUDA Dataset 61 0 0 0 0

SSJDA Article 480 0 480 0 0

SSJDA Book 112 0 0 112 0

SSJDA Dataset 1363 0 0 0 0

SSJDA その他成果物 594 0 0 0 0

21※ 2021-02-04 時点

合計約1900万件
のDOI

→名寄せ同定に
利用



論文データA

データの名寄せの効果
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■IDを持たない論文にDOI を付与

マッチングアルゴリズムの一例）

CiNii Researchで収集したDOIを持たない論文と 持つ論文のマッチン
グを行い、同一論文と判定されたCiR の論文に対してDOI を付与

Title Authors Journal DOI＝なし

論文データB Title Authors Journal DOI＝XXX.XXX

完全一致 完全一致完全一致

source＝A

source＝B

※他のメタデータはAとBの両方を含める。但しISSNや出版年が異なる場合は名寄せしない

論文データC Title Authors Journal DOI＝XXX.XXX

名
寄
せ

source＝A, B

データの合理的な表示
各エンティティのメタデータリッチ化



CiNii Researchでヒットする論文の例
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https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1390286426519220480

複数のデータソースを
統合して

1画面に表示

被引用情報



CiNii Researchでヒットする研究データ
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利用されている研究成果

親子関係にある研究データ

https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1460566759459504512
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CiNii Researchで
研究データを発見する
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COVID-19に関する研究

• コロナ禍を収束させるため、多様な分野の研究者が
各立場から状況を分析したり、解決策を模索している。

26

医学・薬学
研究者

ウイルスの
特徴を調べ、
ワクチンを
開発したい

生物学
研究者

ウイルスの
由来を調べ、
感染経路を
特定したい

社会学
研究者

感染拡大防止
のため、

⼈の移動基準
を定めたい

歴史学
研究者

過去に発生
した類似の
状況と比較

したい

情報学
研究者

SNSでの情
報拡散をモ
デリングし

たい

これらの研究には、背景情報や先行する研究データなど、

踏まえておくべき前提情報が必要



2018年度以前のコロナウイルス研究
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COVID-19を引き起こした新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に
関係する「コロナウイルス」研究は、どの程度実施されてきたか？

SARS: 29課題コロナウイルス
49課題

MERS: 5課題coronavirus
21課題

科学研究費助成事業データベースKAKENで、研究課題名にコロナウイルス関連
の文字列が含まれる、2018年度までの研究プロジェクト数を検索。

https://kaken.nii.ac.jp/ja/search/?qa=コロナウイルス
&fcdt=2021%2C2021

2021年度「コロナウイルス」
をタイトルに含む課題は78課題

（2021/11/30時点。下記検索も同日）

→公開される論文や研究データも
爆発的に増加



（ケース例）COVID-19の研究データを探す
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日本のCOVID-19の感染状況の
研究データを利用して、

社会情勢との相関を調べたい。

日本の研究者

研究の足掛かりを
発見したい

新型コロナウイルスの感染
「COVID-19 Infection」で

検索



COVID-19の感染研究の成果情報
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COVID-19の研究に関する情報が、1000件以上ヒット。
→研究データで絞り込み

https://cir.nii.ac.jp/ja/all?q=COVID-19



COVID-19の感染に関する研究データ
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https://cir.nii.ac.jp/ja/data?q=COVID-19&sortorder=4

日本の研究者が登録した
回帰分析に利用した

感染者数などの研究データ



研究データ単体ページ

31
https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1460007980297681024

CiNii Researchで
独自に名寄せした
複数のDOI情報

再利用する際の
ライセンス情報

このデータを利用して
発表された論文



DOIから研究データ本体へ

32
https://jstagedata.jst.go.jp/articles/dataset/Supplementary_materials/16441887/2

実際のデータは、DOIの
先にあるランディングページから

ダウンロード
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CiNii Articlesから
CiNii Researchへ
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お知らせ

• 統合に関するスケジュール等の詳細については、
現在Webページで公開中です。
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• 2022年4月1日より、CiNii ArticlesはCiNii Researchへ統
合し、論文検索はCiNii Researchに一本化します。

統合で影響のある機能
スケジュール等

各CiNiiの右上お知らせリンク NII学術コンテンツサービスサポートページ

https://support.nii.ac.jp/ja/news/cir/2021070
6
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2サービスの比較

https://cir.nii.ac.jp/ja/crid/1390005999447888256

https://ci.nii.ac.jp/naid/130008005155

“Wikipedia上の学術文献の参照記述の追加に関する時系列分析”
(情報知識学会誌 31(1), 3-19, 2021) で検索した結果。

CiNii Research内の
参考文献のリンク

関連プロジェクトリンク

CiNii Researchでは、
同じ文献や学術情報でも
よりリッチで探しやすく

CiNii Articles CiNii Research
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CiNii Researchの将来イメージ

史学

文学

社会
学

心理
学

文化⼈
類学考古

学

言語
学

宗教
学

法学

哲学

物理
学

数学

地学

生物
学

建築
学

情報
学

航空
力学

化学

医学
薬学

農学

経済
学

材料
科学政府

データ

ツール
情報 オープン

データ

研究
課題

論文
情報

書誌
情報

研究
データ

博士
論文 工学

研究関連リソース

海外研究データ基盤 分野別データ基盤

JDCat (⼈社データカタログ)
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ご清聴ありがとうございました！
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